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常磁性領域 で二本に割れ るとい う現象である｡ その分離が温度 を下 げると急 激
に増加するとい う事実は_ この現象がsborも rangeorderと関連があるこ
とを示唆 してお tj､特に硫酸銅においてこの種の現象が顕著であることは_ こ
の物質において磁気的をつ･よい結合が一次元的ほ ひろがってい るとい う事実と
無関係でをいよ うに思われ るO以上 いずれの問題 も発達 したshorも range











二次の稗転移点の近 くでは磁気吸収 ,熱伝導 ,粘性を ど緩和過程 ,輸送現象
に も異常が観測される｡ さきに､強磁性産および反強磁性体の場合について､
それら異常緩和の理論を招時恭治民とたてた`が､い く,つか)の不明を点があっ た0




















の ように定義された関数である｡(1)で_n-- とすれば遵分数が得 られ,緩和関
数 E(Z)の性質はこの連分数のZ面上の特異点 で決 まるo
A芸は g(io)の2.rl次以下のmO詔enも_Sの有理関数で与 えられ るが､ 右 A2,
-≪ 名 のときには､両 国の極が他の樽異点 より離れて原点の近 くにあり､ これ
らn個の極は-(1)で 尉 Z)の Zを無視して得 られる国数のn個の極で近似できるd
そのとき､ E(i)はn個のモー ドの線型結合で表わせ るわけである｡ このように
して､ ある時間尺度で_系のマルコフ的不可逆過程が定まるO
異常緩和は 名の両 っかが転移点の近 くで急離 温度変化をす るために現
われ るO例えば､ス ピン拡散では_A として磁化 密度の7- t]エ成分をとり､
A12が著 しい温度変化をするD強&反強磁性体の常磁性共鳴吸収ではA;,A?2が
激 しい温琴変化をす るOをお､ これ ら二つの例では A;_･- A72であるO-




をお､ この方法は非マルコフ効果が効 く高周披現象に も有用を様であるQ
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